たな卸資産管理要領
平成１８年４月１日
（趣旨）
第１条　この要領は、公立大学法人山口県立大学会計規則（平成１８年規程第５－　１号。以下「規則」という。）第３５条の規定に基づき、たな卸資産の管理について必要な事項を定めるものとする。
（たな卸資産の範囲）
第２条　たな卸資産とは、規則第３１条第４項に規定する「貯蔵品」であり、その範囲は、次の各号のいずれかに該当するものとする。
　(1) 郵便切手その他これに準じる現金等価物
　(2) １品目の年度末残高が５０万円以上で貯蔵中のもの　
　(3) その他必要と認められるもの　
（たな卸資産管理責任者）
第３条　たな卸資産の管理に関する事務を処理するため、たな卸資産管理責任者を　置く。たな卸資産管理責任者には総務部長をもって充てる。
（たな卸資産管理担当者）
第４条　たな卸資産管理責任者を補佐するため、たな卸資産管理担当者を置く。た　な卸資産管理担当者には、教員教授研究費、教務学生教育事業費等の研究、教育予算執行者をもって充てる。
（受払記録）
第５条　たな卸資産は、原則としてたな卸資産管理担当者において、別紙「たな卸資産受払明細書」により受入及び払出に関する継続記録を行い、常に、その受払及び残高の数量を明確にしておかなければならない。
（受払報告）
第６条　たな卸資産管理担当者は、たな卸資産について、毎年度末に受払明細書を　たな卸資産管理責任者に提出するものとする。
（繰越報告）
第７条　たな卸資産管理担当者は、第２条第２項第１号に規定するたな卸資産につ　いて、毎年度末までに繰越見込書をたな卸資産管理責任者に提出するものとする。
（その他）
第８条　この要領に定めるもののほか、たな卸資産の管理に関し必要な事項は、総　務部長が別に定める。
　　　附則
　この要領は、平成１８年４月１日から施行する。









